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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期
累計期間

第71期
第２四半期
累計期間

第70期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （千円） 2,829,735 3,067,967 6,008,081

経常利益 （千円） 208,493 226,563 532,516

四半期（当期）純利益 （千円） 150,708 173,786 317,903

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 2,510,000 2,510,000 2,510,000

発行済株式総数 （千株） 1,373 1,373 1,373

純資産額 （千円） 5,948,446 6,183,816 6,007,868

総資産額 （千円） 10,404,771 10,549,692 11,599,183

１株当たり四半期（当期）純

利益
（円） 110.03 126.89 232.10

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 57.2 58.6 51.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 536,827 1,032,334 245,248

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △213,985 △596,498 △634,301

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △14,604 △679,584 599,006

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 869,030 550,963 791,074
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回次
第70期

第２四半期
会計期間

第71期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 56.61 16.20

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

       ３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

           ん。

       ４　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

           ら適用しており、当第２四半期累計期間及び当第２四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当

           該会計基準等を適用した後の指標等になっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

（財政状態の分析）

　当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ1,049百万円減少の10,549百万円となりました。これ

は主に、原材料及び貯蔵品は115百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が633百万円、商品及び製品が306百

万円、現金及び預金が240百万円減少したことによるものです。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ1,225百万円減少の4,365百万円となりました。これは主に、借入金が

623百万円、設備関係支払手形が247百万円、未払費用が137百万円それぞれ減少したことによるものです。

　また、純資産は前事業年度末に比べ175百万円増加の6,183百万円となり、自己資本比率は58.6％（前事業年度末

51.8％）となりました。

 

（経営成績の分析）

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況が

続きました。今後、ワクチン接種の促進や各種経済刺激策による景気の回復が期待される一方で、各国での感染動

向や半導体不足、中国の電力制限問題に起因する原材料調達の不確実性など不透明な状況が拡大しております。

　このような状況の中で、国内売上高は、機能性用中間物は大幅に減少したものの、医薬用中間物が増加したこと

及び農薬用中間物が大幅に増加したことにより、売上高は2,748百万円と前年同期（2,127百万円）に比べ621百万

円（29.2％）の増収となりました。

　輸出売上高は、農薬用中間物が大幅に減少したことにより、売上高は319百万円と前年同期（702百万円）に比べ

382百万円（54.5％）の減収となりました。

　この結果、総売上高は3,067百万円となり、前年同期（2,829百万円）に比べ238百万円（8.4％）の増収となりま

した。これにより、輸出比率は10.4％（前年同期 24.8％）となりました。

　利益につきましては、原料価格の上昇、固定費の増加等はありましたが、総売上高の増収等もあり、営業利益は

209百万円（前年同期 200百万円）、営業外収益は、受取配当金23百万円を計上したこともあり、経常利益は226百

万円（前年同期 208百万円）となりました。特別損失では、固定資産除却損18百万円の計上により、四半期純利益

は173百万円（前年同期 150百万円）となりました。

 

（キャッシュ・フローの状況）

　当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権が632百万円減少し、減価償却

費が223百万円となったこと及び棚卸資産が161百万円減少したこと等により、1,032百万円の収入（前年同期 536

百万円の収入）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出552百万円等により、596百万円の支出

（前年同期 213百万円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金が623百万円減少したことにより、679百万円の支出（前年同期

14百万円の支出）となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は550百万円となり、前事業年度末に比べて240百万円減少しま

した。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題については、重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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(3）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発費の総額は102百万円です。なお、研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。

 

(4）生産及び販売の実績

　当第２四半期累計期間における、生産及び販売実績は、下記のとおりであります。

　なお、当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントで

あるため、セグメント情報を記載しておりませんので、「生産及び販売の実績」については製品の種類別ごとに記

載しております。

① 生産実績

区分
　生産高（千円）

前年同四半期比（％）
前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

医薬用中間物 783,116 725,044 △7.4

農薬用中間物 1,378,984 1,361,500 △1.3

機能性用中間物 228,742 202,066 △11.7

その他用中間物 37,218 11,846 △68.2

界面活性剤 217,925 193,144 △11.4

合計 2,645,988 2,493,601 △5.8

② 販売実績

　区分
販売高（千円）

前年同四半期比（％）
前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

医薬用中間物 744,640 845,306 ＋13.5

農薬用中間物 1,354,819 1,664,795 ＋22.9

機能性用中間物 503,594 318,544 △36.7

その他用中間物 48,239 46,378 △3.9

界面活性剤 172,957 183,628 ＋6.2

その他 5,483 9,313 ＋69.8

合計 2,829,735 3,067,967 ＋8.4

　（注）主な輸出先、輸出販売高の増減は、次のとおりであります。

輸出先
輸出販売高（千円）

　前年同四半期比（％）
前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

北米 403,786 14,908 △96.3

欧州 290,797 295,377 ＋1.6

アジア他 7,577 8,912 ＋17.6

合計 702,161 319,198 △54.5

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、新たに決定または締結した経営上の重大な契約等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,373,000 1,373,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 100株

計 1,373,000 1,373,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 1,373,000 － 2,510,000 － 2,016,543
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 68 4.97

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 57 4.21

株式会社紀陽銀行

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）

和歌山県和歌山市本町１丁目35番地

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
55 4.04

菅井　博 兵庫県芦屋市 40 2.95

三木産業株式会社 徳島県板野郡松茂町中喜来字中須20 35 2.61

マナック株式会社 広島県福山市箕沖町92番地 34 2.48

日本生命保険相互会社

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目６番６号

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
33 2.45

住友生命保険相互会社

（常任代理人　株式会社日本カスト

ディ銀行）

東京都中央区築地７丁目18-24

（東京都中央区晴海１丁目８-12）
28 2.08

チルダース　トーマスハミルトン 神戸市中央区 26 1.93

株式会社キワ 和歌山県和歌山市東蔵前丁４ 25 1.83

計 － 404 29.55
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 100株
普通株式 3,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,364,500 13,645 同上

単元未満株式 普通株式 5,200 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,373,000 － －

総株主の議決権  － 13,645 －

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

スガイ化学工業株式会社
和歌山県和歌山市宇須

四丁目４番６号

3,300 － 3,300 0.24

計 － 3,300 － 3,300 0.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2021年７月１日から2021年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①　資産基準 0.3％

②　売上高基準 1.0％

③　利益基準 1.3％

④　利益剰余金基準 0.5％
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 791,074 550,963

受取手形及び売掛金 2,736,955 2,103,953

商品及び製品 1,145,024 838,871

仕掛品 187,568 216,797

原材料及び貯蔵品 650,218 765,629

その他 45,046 45,674

貸倒引当金 △8,251 △6,327

流動資産合計 5,547,635 4,515,562

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 638,828 628,798

機械及び装置（純額） 1,461,910 1,431,532

土地 1,328,624 1,328,624

その他（純額） 660,371 630,501

有形固定資産合計 4,089,734 4,019,456

無形固定資産 5,817 5,817

投資その他の資産   

投資有価証券 1,857,577 1,927,374

関係会社株式 3,819 3,819

その他 108,764 91,828

貸倒引当金 △14,165 △14,166

投資その他の資産合計 1,955,995 2,008,855

固定資産合計 6,051,548 6,034,130

資産合計 11,599,183 10,549,692

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 699,050 675,445

短期借入金 1,400,000 800,000

１年内返済予定の長期借入金 393,552 399,952

未払法人税等 136,712 34,665

未払費用 636,753 499,390

賞与引当金 86,277 89,258

設備関係支払手形 300,540 52,937

その他 349,321 252,284

流動負債合計 4,002,208 2,803,934

固定負債   

長期借入金 1,011,829 981,853

退職給付引当金 417,926 398,376

その他 159,350 181,711

固定負債合計 1,589,106 1,561,941

負債合計 5,591,314 4,365,876
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,510,000 2,510,000

資本剰余金 2,016,543 2,016,543

利益剰余金 874,379 1,007,077

自己株式 △5,339 △5,348

株主資本合計 5,395,582 5,528,271

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 616,300 656,185

繰延ヘッジ損益 △4,014 △639

評価・換算差額等合計 612,286 655,545

純資産合計 6,007,868 6,183,816

負債純資産合計 11,599,183 10,549,692
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(2)【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 2,829,735 3,067,967

売上原価 2,243,058 2,462,390

売上総利益 586,677 605,576

販売費及び一般管理費   

発送運賃 19,036 17,998

従業員給料及び手当 139,856 139,521

賞与引当金繰入額 25,447 26,884

退職給付費用 9,057 9,403

その他 192,462 202,277

販売費及び一般管理費合計 385,860 396,085

営業利益 200,816 209,491

営業外収益   

受取利息 45 30

受取配当金 22,286 23,607

為替差益 3,770 3,033

保険解約返戻金 － 8,159

その他 1,554 3,497

営業外収益合計 27,656 38,328

営業外費用   

支払利息 5,462 6,555

休止固定資産維持費用 8,676 8,404

その他 5,840 6,295

営業外費用合計 19,979 21,256

経常利益 208,493 226,563

特別損失   

固定資産除却損 24,611 18,448

特別損失合計 24,611 18,448

税引前四半期純利益 183,882 208,115

法人税、住民税及び事業税 33,357 26,930

法人税等調整額 △183 7,398

法人税等合計 33,173 34,329

四半期純利益 150,708 173,786

 

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

12/18



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 183,882 208,115

減価償却費 197,258 223,493

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,379 △1,923

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,146 2,981

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,180 △19,549

受取利息及び受取配当金 △22,331 △23,637

支払利息 5,462 6,555

為替差損益（△は益） △3,770 △3,033

固定資産除却損 24,611 18,448

売上債権の増減額（△は増加） 456,526 632,932

棚卸資産の増減額（△は増加） △203,583 161,512

仕入債務の増減額（△は減少） △80,681 △24,140

その他 △55,566 △41,602

小計 517,754 1,140,151

利息及び配当金の受取額 22,304 23,615

利息の支払額 △5,509 △6,870

法人税等の還付額 10,393 －

法人税等の支払額 △8,116 △124,562

営業活動によるキャッシュ・フロー 536,827 1,032,334

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △205,972 △552,696

有形固定資産の除却による支出 － △69,629

その他 △8,013 25,827

投資活動によるキャッシュ・フロー △213,985 △596,498

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △600,000

長期借入れによる収入 400,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △158,176 △223,576

配当金の支払額 △40,733 △40,856

その他 △15,695 △15,152

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,604 △679,584

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,326 3,638

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 311,564 △240,110

現金及び現金同等物の期首残高 557,466 791,074

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 869,030 ※ 550,963
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【注記事項】

（会計方針の変更）

     （収益認識に関する会計基準等の適用）

     「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

    を第１四半期会計期間の期首から適用しました。これにより、当社が有償支給先となる有償支給取引のうち有償支

    給元が当該支給品を買い戻す義務を負っている取引については、第１四半期会計期間の期首から従来の有償支給元

    への売戻し時に顧客から受け取る対価の総額を収益として認識する方法から、当該有償支給取引に係る支給品の仕

    入相当額を対価の総額から控除した純額を収益として認識する方法に変更しております。

      収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

    り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

    間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

      この結果、従前の会計処理と比較して、当第２四半期累計期間の売上高及び売上原価は148,287千円それぞれ減少

    しておりますが、営業利益、経常利益、税引前四半期純利益及び利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

      また、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により

    組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31

    日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解

    した情報を記載しておりません。

 

     （時価の算定に関する会計基準等の適用）

     「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

    等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

    計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

    会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 869,030千円 550,963千円

現金及び現金同等物 869,030 550,963

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日

定時株主総会
普通株式 41,090 30 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月23日

定時株主総会
普通株式 41,088 30 2021年３月31日 2021年６月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　2021年４

月１日　至　2021年９月30日）

　当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントである

ため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

                                                                   （単位：千円）

 

当第２四半期累計期間

(自 2021年４月１日

 至 2021年９月30日)

医薬用中間物 845,306

農薬用中間物 1,664,795

機能性用中間物 318,544

その他用中間物 46,378

界面活性剤 183,628

その他 9,313

顧客との契約から生じる収益 3,067,967

その他の収益 －

外部顧客への売上高 3,067,967

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益 (円) 110.03 126.89

（算定上の基礎）    

四半期純利益 (千円) 150,708 173,786

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 150,708 173,786

普通株式の期中平均株式数 (千株) 1,369 1,369

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月10日

スガイ化学工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　幡　　琢　哉

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三　井　　孝　晃

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスガイ化学工業

株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの第71期事業年度の第２四半期会計期間（2021年７月１日から2021年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、スガイ化学工業株式会社の2021年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら
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れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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